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●＜ろん・ぽわん＞岐路とＹ字路 復

●展示会見学報告作成によって書誌を記録すること

●『本と歩く人』
-ドイツから届いた現代のメルヒェン -

　このところ新聞各紙の誤報が続いて、話題にな

った。読売新聞は、首相が辞めるとは明言してい

ないのに辞めるという号外を出してしまった。結

果、大誤報となって出さざるを得なくなった検証

記事もスクープのつもりだったせいか反省の弁よ

りも恨みがましい一節の方が問題になった。国の

トップに関わる問題だけに、読者への影響は小さ

くない。そしてさらなる誤報も続いてしまい、そ

うなると新聞の正当性が強く問われる。皮肉にも

他紙の誤報や不祥事も相次いだ。新聞記事はその

場での修正はきかないから、なかなか大変だ。

　読売を読者として読むと庶民的で中庸な印象

だ。その歴史をみてみると、朝日や毎日は大阪が

本社であるのに対し、もともと読売は東京が発祥

の地方紙だった。戦前に大阪進出を試みたものの

戦時下だったので成就しなかった。当時のトップ

が毎日新聞のようにスクープや特ダネを狙うとい

うよりは営業寄りで、購読者獲得に相当熱心だっ

たようだ。そんな地道な努力が実って戦後になっ

てようやく大阪読売新聞がスタートし、念願の全

国紙となった。一時は世界一の発行部数を誇った

時期もある。

　活版時代と新聞電子版発行の話題に戻ろう。新

聞社に限らず官公庁、自治体、公立私立の学校、

図書館、民間事業者、税理士・司法書士・行政書

士・弁護士・公証人、そして印刷会社などの業務

の現場に1915年に発明された和文タイプライター

は不可欠だった。文字を日々扱っているからだ。

かつては公文書にも和文タイプライターが使われ

ていた。もちろん図書館でも活躍した。

　タイピストという職業分野には英文と和文タイ

ピストの二つに分かれ、英文は当時の花形職種と

してもてはやされたが大使館や外資系企業など職

場は限られる。一方、和文タイピストを雇用する

職場は官庁から民間まで広範囲に及び、タイプ室

を設ける職場がほとんどだった。

　和文タイプライターの操作はかなり難しい。機

械にもよるが2000字ほどの文字盤から正確に文字

を拾っていく作業には高度な習熟が必須で、専門

学校で厳しい訓練を受けた上で資格を取得した人

たちでないと使いこなせない。文字を拾う、打ち

込む、印字する、体裁を整える、まさに活版印刷

の工程と同じではないか。それを一人でこなす。

　1980年代にワープロが登場してからは、和文タ

イプライターとタイピストたちも大きな岐路を迎

えた。もはや社会から必要とされなくなったの

だ。非情にもＰＣとワープロソフトが普及すると

さらに時代は大きく変わってしまった。

　写植も過去の技術となったが版下作成という点

において技術としては和文タイプと似た職域だ。

図版などは挿入できないけれども、文字であれば

書体は自在に、また多彩に選択できる。（埜村太郎）
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Ⅰ．はじめに

　筆者は図書館職員時代、勤務していた図書館が所

蔵する古書の展示会を企画することに魅力を感じ

た。特に、ギャラリートークをした際の見学者の反

応が嬉しかった。加えて、展示目録と関係者の寄稿

を掲載した冊子を編集した。2008年、滋賀医科大学

附属図書館勤務時には滋賀県立図書館と共催で「湖

国の医史」資料展示会を企画した。冊子には滋賀県

立図書館所蔵の人物誌資料から抽出した6頁から成

る「滋賀の人物誌資料に見る医療関係者」という人

物リストを職場の仲間と作成した1)。その2008年か

ら10年以上経過した2020年、当時の職場の仲間か

ら、その人物リストにより滋賀県の種痘医を何名か

新たに知ることができた、と歴史研究者から研究成

果2)の別刷りを同封して連絡があったとの知らせが

あった（詳細は「本を選ぶ」no.420号p.4参照）。展

示会を企画することの喜びを感じた。図書館の現場

を離れた今は博物館や文書館あるいは図書館で開催

される資料展示会の見学報告を書くことに魅力を感

じている。滋賀医大図書館勤務時にご縁を得た「医

学図書館」誌に医療史関係の見学報告を40件以上投

稿した。最近は本誌「本を選ぶ」にも何度か見学報

告を掲載していただいた。以下、見学報告を書くこ

と、記録として残すことの意味について述べたい。

Ⅱ．取材すること

筆者は必ず事前に資料展示会担当者の方に取材

訪問についてのアポイントメントを取ったうえで

資料展示会を訪問する。

展示会場では、まず、展示会場に掲示されてい

る展示趣旨や展示解説の掲示ボード、各資料に添

えられている解説キャプションを読み、展示内容

を把握することに努める。その上で、展示会担当

者の方に直接お話を伺う。お話を伺うと、解説掲

示やキャプションに書かれていた事柄が立体感を

持って把握できるように感じる。展示資料の背

景、展示資料について展示担当者が参考にされた

文献についてお話くださることもある。展示担当

者にお会いできてこその情報は忘れずに記録する

ことにしている。

Ⅲ．原稿に書くこと

　筆者が見学報告を書く資料展示会は、チラシや

1枚ものの展示品リストは配付されるものの図録が

発行されることは僅かである。展示会期が終了す

ると、その展示会場にあった情報が全て消えてし

まう。だから、展示会の様子、得られた情報を極

力再現し、読者に伝えるべく書いていく。展示会

が終われば、消えてしまう資料展示会の内容の記

録、それを読み物として文章化して後から振り返

ることができるようにしたい。そういう気持ちで

書く。限られた誌面、限られた文字数になるので、

全てを書くことはできない。だから、資料展示会

を見て特に自分が関心を持ったこと、特に読者に

伝えたいと思ったことを選んで書いていく。

　なお、書いた原稿は必ず展示会担当者の方に点

検をお願いしている。原稿内容の正確性を期すた

め、また、展示会主催者の意図と離れるようなこ

とがないようにするためである。

Ⅳ．書誌を記録すること

　筆者は見学報告を作成する際、資料展示会で紹

介されていた事項について、書誌的記録を忠実に

残していこうと思うようになった。

　例えば、広島市立郷土資料館で開催された企画

展「似島と金輪島 : 軍用港を支えた二つの島」

（開催期間：2021年12月4日～2022年1月8日、3月8

日～27日）では、日清戦争の頃、帰国する兵士の

検疫を行った様子を『臨時陸軍検疫部報告摘要』

などを基に詳しく紹介していた。『臨時陸軍検疫部

報告摘要』は陸軍省が1896年に刊行した図書であ

る。国立国会図書館デジタルコレクションでは“ロ

グインなしで閲覧可能”にて検索された。『臨時陸

軍検疫部報告摘要』という資料の存在を知ること

により、日清戦争時の似島での検疫をより詳しく

知ることができる。『臨時陸軍検疫部報告摘要』は

展示会見学報告作成によって書誌を記録すること

菅　修一
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るからこそ、いろいろな事象について、より深い

学びが可能となる。書誌が記録されることはとて

も大事なことである。筆者1人では展示会報告記事

を記録に残すことは僅かしかできない。筆者は展

示会見学報告記事の作成を昔の職場の同僚や筆者

の執筆記事に感想を送ってくださった方にお願い

し、展示会報告記事作成の輪を広げている4-6)。

以下は呼びかけになります。いろいろな切り口

の資料展示会が各地で開催されています。資料展

示会に足を運んでこそ得られる情報があります。

図書館に関わる私たちとしては書誌情報を中心に

丁寧に記録していきませんか。多様な資料展示会

の内容を書誌にこだわりながら読み物として記録

しておくことも先人の知恵をのちに伝えることに

なると思うのです。

（すが しゅういち：花園大学非常勤講師）

　

本稿は筆者が第40回医学情報サービス研究大会（2025

年8月23日～24日：札幌）で発表した「資料展示会見学

報告記録を書くこと－『医学図書館』誌オン・ザ・スポ

ットへの投稿振り返り－」を基に加筆したものである。
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国立国会図書館デジタルコレクションで容易に内

容を読むことができる資料なのだが、この資料の

存在を知らなければ、国会図書館デジタルコレク

ションの大海の中から同書を探し出すことは困難

である。書誌が記録されているからこそピンポイ

ントに資料を探し出せる。書誌的記録が記されて

いることの重さを感じた。

　高知県立公文書館で開催された企画展「地域を

支える保健活動－保健婦駐在制とその後－」（開催

期間：2024年8月13日～2025年2月14日）取材の際

には展示担当者から高知県の駐在保健婦経験者の

聞き書きを記録した民俗学研究者である木村哲也

氏の著書『駐在保健婦の時代：1942－1997』（医学

書院　2012年）をご教示いただいた。同書は展示

資料ではなかった。展示担当者からのご教示があ

ってこそ知ることができた図書であった。

　本誌no.477（2025年2月）には吹田市立博物館

で開催された特別展「紙芝居の歴史と阪本一房」

の見学報告を掲載していただいた。同展では紙芝

居の歴史が紙芝居現物と共に紹介されていた。幸

い展示図録も刊行されていたので、資料展示会終

了後も展示内容を容易に振り返ることができる。

各紙芝居に対しては詳しい書誌が記されていたの

で、展示図録自体が優れた書誌として機能してい

た。だが、そうであったとしても、この展示会が

あったことを知ることは後日になると困難になる。

できれば、過去にさかのぼり全国各地の博物館・

文書館で数多く開催される資料展示会を一覧でき

る記録があればと思う。

Ⅴ.　おわりに

　以前、図書館関係の書物も刊行されている金沢

文圃閣の田川浩之代表にお話を伺うことがあった

3)。田川氏が交流されている研究者の方は、ある

研究会で「書誌か」と書誌を軽んじる発言を投げ

かけられ嘆かれていたという。

書誌は単なる各資料に関する情報に過ぎないの

であろうか。いや、そうではない。各資料に関す

る情報つまり書誌が整理され記録されているから

こそ、ある事象について、より深く知ることが可

能になる。書誌を記録し、その書誌を整理してい
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本を愛し、書物とともにあることが生きがいの孤

独な老書店員が、利発でこましゃくれた９歳の少女

と出会い、みずからの閉ざされた世界を破られ、現

実世界との新たな接点を取り戻していく物語。

老舗の書店〈市壁門堂〉に勤めるカール・コル

ホフは、特定の顧客にそれぞれの嗜好を熟知した

うえで毎晩徒歩で注文の本を届け、感謝されてい

る。カールは顧客たちをひそかに本の世界の住人

の名前（ミスター・ダーシー、エフィ・ブリース

ト、長靴下夫人、ファウスト博士など）で呼び、

古くて狭い旧市街を本の世界に見立てて生き、そ

こで自足している。

　ある日突然、やはり本好きで好奇心

旺盛な少女シャシャが現われ、本の配

達に同行し、顧客の生活に立ち入り、

カールと顧客たちの間の静的で安定し

た関係を攪乱する。顧客たちがそれぞ

れに問題（孤独、家庭内暴力、生きが

いの喪失、果たせぬ夢、文盲など）を

抱えていることが次第に明らかになり、

シャシャは状況の改善を訴える。カー

ルは余計なお節介だと躊躇するが、シ

ャシャの行動力と熱意とアイデアに翻

弄される形で顧客たちの困難の解決に

かかわり、彼らの生活に新たな側面を

もたらしていく。

　他方、父グスタフから〈市壁門堂〉

を継いだ娘ザビーネの経営方針で本の配達サービ

スが禁止され、さらにシャシャの父親からの横や

りで書店を解雇されたカールはこれまでのように

本の配達を続けることが困難になる。おまけにシ

ャシャが姿を消し、また路上で受けた暴行により

重い怪我を負った。カールは生きがいを喪失して

引きこもり、ただ死を待つばかりとなる。そこか

ら彼の顧客たちやシャシャが活躍しはじめる……

　目次のタイトルはすべて世界文学の名作から採

られている。ほのぼのとした読後感に包まれ、読

書と文学へのオマージュといえる、いわば現代の

メルヒェンのような作品。現世を冷ややかに見つ

める達観した老人と、この先まだ幾多の経験が待

ち受ける少女という好対照の存在が交わす掛け合

いの面白さも本書の魅力である。

　文章はシンプルで、静
せいひつ

謐でありながら生の深淵

をのぞかせ、諧
かいぎゃく

謔が滲み出て、なおかつ憂いを帯

びている。随所に人生をめぐる苦く辛辣なアフォ

リズムと慰めと諦念へと誘う機知の言葉が散りば

められ、読む喜びだけでなく読書の仕掛けるあや

うい罠を示唆してもいる。また、多様なジャンル

の有名な文学作品、とりわけ古典へのさらりとし

た言及が背後にある世界の奥行きを想像させる。

　誰にでも本の世界の人物から選んだ

愛称をつけていたカールが、少女シャ

シャにだけはふさわしい名前を見いだ

せなかった点は興味深い。ミヒャエ

ル・エンデの『モモ』のようにどこか

別の次元からやってきた妖精のような

存在とは違い、シャシャに世界を変え

る特別な力はない。だが、現実の煩わ

しい事件とじかに向き合う唯一無二の

存在として、つまりシャシャとして自

立しているのであり、この新たなヒロ

インを世に送り出したのがこの作品の

大きな手柄であるといえる。

　衝撃をもたらす問題作というわけで

はなく、読者の世界観をひっくり返す

文学とは縁遠いところにあるが、物語という虚構

に身を浸す読み手の自分と登場人物や語り手が混

じり合う奇妙な心地を、すなわち読書の醍醐味を

味わうことができる。この老人と少女は間違いな

く読者のなかで確たる存在となって生き続けるだ

ろう。

　2021年の刊行後、ドイツで一年以上にわたりベ

ストセラーの上位を占め、英語、スペイン語、ポ

ルトガル語など各国で翻訳されている。映画化も

され、昨年10月にドイツ本国で公開された。

（かわひがし まさき：翻訳者）

『本と歩く人』
　―ドイツから届いた現代のメルヒェン－

川東　雅樹

白水社

カルステン・ヘン 著

川東 雅樹 訳

ISBN：9784560091722
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『あいだのわたし』
ユリア・ラビノヴィチ 作 / 細井 直子 訳

岩波書店

『すばやい澄んだ叫び』
シヴォーン・ダウド 作 / 宮坂 宏美 訳

東京創元社

『ソリアを森へ』
チャン・グエン 作 / 杉田 七重 訳

鈴木出版

『ハリネズミ・モンテカ

ルロ食人記・森の中の林』
　鄭 執 作 / 関根 謙 訳

アストラハウス

※表紙画像は、国立国会図書館サーチの書影APIのデータ(データ提供機関:出版情報登録センター)を利用しています。

『ぼくの心は炎に焼かれる
植民地のふたりの少年』

ビヴァリー・ナイドゥー 作

野沢 佳織 訳

徳間書店

『闇に願いを』
クリスティーナ・スーントーンヴァット作

こだま ともこ 訳 ／ 辻村 万実 訳

静山社

『わたしの名前はオクトーバー』
 カチャ・ベーレン 作 

こだま ともこ 訳

評論社

■「10代がえらぶ海外文学大賞」でノミネートされた７作品をご紹介します。

いよいよ9/1～9/26が第２次投票期間！10代が選ぶ大賞作品はどれになるでしょう！？結果発表は10月です。

みなさんもお気に入りの1冊を見つけてくださいね。（ＬＡＳ探検隊）
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